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第３章 支援ツールの活用 

第１節 相談で活用できる支援ツール 

１ 本人にあわせた支援ツールの活用 

本人と相談する際に支援ツールを活用することにより、以下のようなメ

リットがあります。一方、支援者が支援ツールの利用目的をよく理解しない

まま活用すると、逆に、相談や支援が進めにくくなることも考えられます。

支援ツールを活用する際は、支援者はもちろん、本人も目的や必要性を理解

した上で実施します。 

 

 

２ 目的に応じた支援ツールの選択 

効果的な相談を行うために、既存の支援ツールやワークシートを活用す

ることが考えられます。各支援ツール等が有効に機能するためには、それら

が持つ機能や特徴を理解し、支援の方略や目的に沿った支援ツールを選択

することが必要です。そのため、これまでに WSSP で開発した支援ツールを

中心に、目的に応じた支援ツールの適切な選択に資するよう「支援ツール活

用整理表」及び「支援ツール関連図」を新たに作成しました。 

以下、第２節で「支援ツール活用整理表」、第３節で「支援ツール関連図」

について解説します。 

また、本章の最後に明 星 大 学 人 文 学 部 福 祉 実 践 学 科 准 教 授  縄 岡  好 晴 

氏による特別寄稿「ソフトスキルを視覚化させるアセスメントツール」を掲載しま

した。 

【支援ツール活用のメリット】 

 本人の状況を効率的に把握できる 

 本人が自らの経験について説明する負担が軽減する 

 本人がフォーカスしやすい視点以外の視点にも目を向けやすい 

 事象の全体像を視覚的に把握しやすい 

 俯瞰的かつ客観的に事象を捉えることができ、本人もその時に

感じた感情と距離を置いて整理しやすい 
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第２節 支援ツール活用整理表 

 支援ツール活用整理表はこれまでに WSSP の実践を通じて開発した支援ツ

ールについて、方略ごとに整理したものです。各支援ツールの詳細について

は、支援マニュアル等で確認してください。 
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⽀
援
ツ
ー
ル
活
⽤
整
理
表
の
⾒
⽅
（
凡
例
）

N
o

特
徴

活
用

の
コ
ツ

使
用

目
的

・
タ
イ
ミ
ン
グ

支
援
ツ
ー
ル
名

①

・
⽀
援
ツ
ー
ル
を
使
⽤
す
る
こ
と
で
、

本
⼈
に
対
し
て
何
を
促
し
た
い
の
か

（
例
・
特
性
へ
の
気
づ
き
、
強
み
に
⽬

を
向
け
る
）
、
⽀
援
者
が
何
を
把
握
す

る
と
い
っ
た
⽀
援
ツ
ー
ル
の
特
徴
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

⽀
援
ツ
ー
ル
の

名
称
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

【
⽬
的
】

・
こ
の
⽀
援
ツ
ー
ル
は
何
の
た
め
に
使

う
も
の
な
の
か
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
使
⽤
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
】

・
本
⼈
ま
た
は
⽀
援
者
が
ど
の
よ
う
な

状
況
で
活
⽤
で
き
る
か
記
載
し
て
い
ま

す
。

作
成

目
安

（
分

）
作

成
の

仕
方

掲
載

誌

⽀
援
ツ
ー
ル
の
⼀
部
を
載
せ

て
い
ま
す
。
全
体
図
は
実
際

に
⽀
援
ツ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
⽀
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
本
⼈
が
作
成
す

る
時
間
の
⽬
安
、

ま
た
は
⽀
援
者
が

作
成
す
る
時
間
の

⽬
安
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

支
援
ツ
ー
ル
画
像

・
ど
の
よ
う
な
⽅
に
活
⽤
す
る
と
効
果

的
な
の
か
、
元
々
の
⽬
的
以
外
の
効
率

的
な
活
⽤
⽅
法
、
⽀
援
ツ
ー
ル
を
使
う

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

【
作
成
主
体
】

【
作
成
場
⾯
】

「
作
成
の
仕
⽅
」
に
つ
い
て

【
作
成
主
体
】

・
主
な
作
成
者
を
⽰
し
て
い
ま
す
。

【
作
成
場
⾯
】

・
「
個
別
相
談
」
は
個
別
相
談
等
で
本
⼈
に
聞
き
取
り
な
が
ら
作
成
で
き
る
場
合
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
は
グ
ル
ー
プ
で
の
講
習
や
演
習
な
ど
で
作
成
で
き
る
場
合
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
「
⽀
援
者
間
で
意
⾒
交
換
を
⾏
う
」
は
複
数
⽀
援
者
で
状
況
を
共
有
し
、
作
成
で
き
る
場
合
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
⽀
援
ツ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
冊
⼦
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
⼦
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⽀
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
実
践
報
告
書

調
査
研
究
報
告
書
、
資
料
シ
リ
ー
ズ

 
 

第２節 支援ツール活用整理表 

 支援ツール活用整理表はこれまでに WSSP の実践を通じて開発した支援ツ

ールについて、方略ごとに整理したものです。各支援ツールの詳細について

は、支援マニュアル等で確認してください。 
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⽀援ツール活⽤整理表

③
⽣活場⾯でのアセ
スメントシート

【⽬的】
・⽣活場⾯における注意や集中、スケジュー
ル管理等の状況の整理、把握

【タイミング】
・本⼈から⽣活場⾯での困りごと（⾃宅を出
る時間が遅れる等）が⽣じる状況について整
理することに同意が得られたとき
・本⼈が⽣活場⾯での課題について⽀援者が
把握することに同意が得られたとき

② ⽣活記録表

【⽬的】
・作業場⾯の課題と⽣活場⾯の課題の関連性
の理解を進める
・⽇常⽣活、疲労、睡眠状況の把握

【タイミング】
・本⼈が⽣活⾯の状況や余暇の過ごし⽅につ
いて⽀援者と共有したり、整理することに同
意が得られたとき

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

① MSFAS

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・現状の整理
・基本情報を収集する
・⾃⼰理解を促進し、具体的な対処⾏動を検
討する

【タイミング】
・本⼈の基本情報を⽀援者が収集することに
同意が得られたとき
・本⼈や⽀援者が⽇常⽣活やストレス対処⽅
法、障害に関する情報を整理したり、対処⽅
法を検討したいとき

対象者の状況把握

生活関連

MSFAS 2006

M-ストレス・疲労アセスメントシート

(Makuhari Stress and Fatigue Assessment Sheet)

MSFASの活用に同意した日 年　　　　月　　　　日

名　　　前

生年月日（年齢） 　　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　歳）

ＮＩＶＲ（障害者支援部門）
昨日はよく

1.眠れた　2.普通
3.眠れなかった

［記入例］

昨日昼寝＋服薬忘れ。本日SOCCSS法初日

ピッキング作業初日

1／22
（火）

○

時
就
寝

1／21
（月）

○

／
（水）

／
（火）

／
（土）

／
（金）

／
（水）

／
（月）

／
（木）

＜生活記録表＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏氏名名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＭＡＭ ＰＭ ＡＭ

月日

睡眠

特記事項
（作業環境、イベント等）

気分

／
（月）

1.嬉しい 　2.楽しい 　3.幸せ 　4.リラックス
5.悲しい 　6.怒っている 　7.いらいら

8.憂鬱　 9.緊張　 10.心配 　11.その他

／
（火）

生
活
リ
ズ
ム
の

目
標

０　～　５
(小　～　大)

眠気 集中力

０　～　５
(低　～　高)

／
（日）

／
（金）

／
（木）

目標達成のため
工夫した点

２時に携帯アラームを
セットした。

／
（日）

／
（土）

ピンク：インターネット
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20〜30分
（1⽇あたり
5〜10分）

実践報告書No.23
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ムとその⽀援事例
（２） 〜注意⽋
陥多動性障害を有
する者への⽀援

〜」3）

（2010年発⾏）

・決まったスケジュールを実⾏するために必要
な⼿順やきっかけ、スケジュール通りに⾏動で
きない要因について気づくことができる

・項⽬を就労場⾯等に合わせて変更することで
⽣活場⾯以外でのアセスメントとしても活⽤可
能
・作業におけるアセスメントや振返りを同時に
実施することで、作業場⾯と⽣活場⾯の課題の
関連性の理解を促す 【作成主体】

⽀援者

【作成場⾯】
個別相談

・⽣活の状況を視覚化することで本⼈⾃⾝が⽇
常の過ごし⽅を把握しやすく、疲労・睡眠状況
への気づきを得やすい

・〇を付けたり、線を引くことで完成するた
め、本⼈の作成に係る負担が⽐較的少ない
・本⼈が希望する働き⽅や勤務時間に合わせ
て、⽇常⽣活を調整するために使⽤することも
可能

20分
（1⽇当たり

5分）

⽀援マニュアル
No.10

「発達障害のワー
クシステム・サ
ポートプログラム
発達障害者のため
のリラクゼーショ
ン技能トレーニン
グ ストレス・疲
労のセルフモニタ
リングと対処⽅

法」2）

（2014年発⾏）

特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

・⽇常⽣活やストレス対処⽅法、障害に関する
情報等様々な項⽬について状況を整理しやす
く、本⼈に⾃⾝の状況について気づきを促しや
すい

・本⼈が説明する負担を軽減でき、⽀援者も幅
広く情報を得ることができる
・シートは⽬的に応じて取捨選択できる
・⽀援の前後で使うことで、⽀援や対処⽅法の
効果を検証することができる

60〜90分
（１シート
10〜15分）

特徴 活用のコツ

「幕張ストレス・
疲労アセスメント
シートMSFASの活
⽤のために」1）

（2010年発⾏）

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

⽀援ツール活⽤整理表

③
⽣活場⾯でのアセ
スメントシート

【⽬的】
・⽣活場⾯における注意や集中、スケジュー
ル管理等の状況の整理、把握

【タイミング】
・本⼈から⽣活場⾯での困りごと（⾃宅を出
る時間が遅れる等）が⽣じる状況について整
理することに同意が得られたとき
・本⼈が⽣活場⾯での課題について⽀援者が
把握することに同意が得られたとき

② ⽣活記録表

【⽬的】
・作業場⾯の課題と⽣活場⾯の課題の関連性
の理解を進める
・⽇常⽣活、疲労、睡眠状況の把握

【タイミング】
・本⼈が⽣活⾯の状況や余暇の過ごし⽅につ
いて⽀援者と共有したり、整理することに同
意が得られたとき

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

① MSFAS

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・現状の整理
・基本情報を収集する
・⾃⼰理解を促進し、具体的な対処⾏動を検
討する

【タイミング】
・本⼈の基本情報を⽀援者が収集することに
同意が得られたとき
・本⼈や⽀援者が⽇常⽣活やストレス対処⽅
法、障害に関する情報を整理したり、対処⽅
法を検討したいとき

対象者の状況把握

生活関連
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⑥
休憩のとり⽅
チェックシート

【⽬的】
・ストレス・疲労に対して適切なタイミング
で対処が⾏えているかの把握
・ストレス・疲労への効果的な対処⽅法の習
得
・気づいていなかったストレス・疲労のパ
ターンやストレス・疲労につながる要因の把
握

【タイミング】
・ストレス・疲労に対して対処した場合と対
処しなかった場合の変化について整理するこ
とについて本⼈からの同意が得られたとき

⑤
ストレス対処法整

理シート

④
ストレス対処整理
シート（ストレス

温度計）

【⽬的】
・ストレス、疲労のサインの把握

【タイミング】
・ストレス、疲労について確認⼜は把握する
ことに本⼈からの同意が得られたとき

【⽬的】
・ストレス、疲労のサインの分析
・ストレス、疲労に対する対処⽅法の分析

【タイミング】
・本⼈がストレスを感じていることが把握で
き、分析することに本⼈からの同意が得られ
たとき

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

ストレス関連

休憩のとり方 チェックシート 月 日（ ）

休憩をとることは、仕事をすることと同じくらい大切です。

 ※ 疲労のサインの記入例  ※ 対処方法の記入例
・  眠くなった   ・  汗が出た ・  目が疲れた  〇 環境  〇 すごし方

・  あくびが出た   ・  肩がこった ・  目が痛くなった ・ 退室した ・ 呼吸法を行い、静かに過ごした

・  頭が痛くなった   ・  首がこった ・  姿勢が崩れてきた ・ その場で ・ ストレッチ、運動をしてみた

・  頭が重くなった   ・  よそ見が増えた ・  だるくなった ・ 静かな場所へ移動した ・ リラックスできるものや外をながめた

・  ボーッとなった   ・  能率が下がった ・  イライラした

●今日、気づいた 「自分の特徴」

●周囲の方が伝えてくれた 「自分の特徴」

働く上では、正確で効率のよい仕事を継続させることが重要です。また、仕事をするためのコンディションを整えるために、

あなたはどどののよよううなな状状態態をを「「疲疲れれてていいるる」」とと受受けけ止止めめままししたたかか？？そそのの「「疲疲れれ」」にに対対処処すするるここととににししままししたたかか？？
対対処処すするるここととでで楽楽ににななっったたのか? 気気持持ちちのの切切りり替替ええががででききたたのか？など確認してみましょう。

16:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

疲労のサイン
疲労に対処した／対処しなかった

対処した場合：対処方法は？
対処した結果

対処しなかった結果
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30

40

50

110000

　　　　　　　　　　　　高高

  5500

　　　　　　　　　　　　中中

　　　　　　　　　　　　低低

    00

スストトレレスス・・疲疲労労ののレレベベルル

スストトレレスス・・疲疲労労ののササイインン スストトレレスス・・疲疲労労ののレレベベルルにに応応じじたた対対処処法法

スストトレレスス対対処処整整理理シシーートト（（スストトレレスス温温度度計計））

スストトレレスス・・疲疲労労のの
対対処処方方法法のの例例

深深呼呼吸吸すするる

数数をを数数ええるる

音音楽楽をを聴聴くく

鼻鼻歌歌をを歌歌うう

本本をを読読むむ

ママンンガガをを読読むむ

絵絵をを描描くく

ゲゲーームムををすするる

静静かかなな場場所所でで休休むむ

飲飲みみ物物をを飲飲むむ

手手やや顔顔をを洗洗うう

スストトレレッッチチををすするる

ツツボボ押押ししををすするる

軽軽いい運運動動ををすするる

自自転転車車にに乗乗るる

シシャャワワーーををああびびるる

入入浴浴すするる

好好ききななここととををイイメメーージジすするる

好好ききなな言言葉葉をを考考ええるる

そそのの他他･･････

記入日 年 月 日 氏名

●ストレス対処整理シート（ストレス温度計）は、自分のストレス・疲労のサイン、強さ（レベル）、対処方法について整理するためのものです。プログラムを通じ、「身体や気持ちの変化」に応じた「対処方法」を確認し
ながら整理しましょう。

NIVR（障害者支援部門）「ＭＳＦＡＳ（発達障害者のために）　参考（ストレス温度計）」を引用
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・ストレス・疲労に対し、「対処する」「対処
しない」ことの変化への気づきを促す
・適切なタイミングでストレス・疲労に対処す
る⽅法の習得

・疲労のサインに着⽬するのか、対処した結果
に着⽬するのか等、着⽬する視点を本⼈と共有
したうえで実施するとストレス・疲労へ対処す
るタイミングや⽅法を検討しやすい
・相談場⾯では把握しにくい「本⼈がどのタイ
ミングでストレスを感じ、対処しているのか」
を知ることができ、ストレス対処⽅法をより本
⼈に合わせた⽅法で検討できる
・本⼈が⾃ら記⼊することで意識的にストレス
対処に取り組めるため、習得をサポートしやす
くなる

10〜15分

実践報告書No.36
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム リラクゼー
ション技能トレー
ニングの改良」4）

（2021年発⾏）

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

・ストレスの傾向（どのようなときにストレス
を感じやすいか、どんなサインが出やすいの
か、対処⽅法は偏っていないか等）について本
⼈が⾃⼰分析を⾏う

・「⑦体験整理シート（2023版）」などでス
トレス状況を整理し、整理した内容をこの⽀援
ツールに蓄積していくとストレスを受けた際の
パターン把握などがしやすい
・ストレスサインなどに意識を向けた経験が少
ない⽅と実施する場合は、個別相談で⽀援者が
解説を交えながら作成できると整理が進みやす
い

作成の仕方 掲載誌

・ストレス・疲労のサインをどの程度認識して
いるか確認し、ストレス・疲労についての気づ
きを促す
・ストレス、疲労に対する対処⽅法の把握

・就労経験がなくても⽇常⽣活を基に記載する
ことができる
・ストレスについての知識がなくても記⼊しや
すい
・グループでの講習や演習等集団で作成すると
他者の意⾒が聞けるため、本⼈の視野が広がる
可能性がある

30分

⽀援マニュアル
No.10

「発達障害のワー
クシステム・サ
ポートプログラム
発達障害者のため
のリラクゼーショ
ン技能トレーニン
グ ストレス・疲
労のセルフモニタ
リングと対処⽅

法」2）

（2014年発⾏）

40分

実践報告書No.23
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ムとその⽀援事例
（２） 〜注意⽋
陥多動性障害を有
する者への⽀援

〜」3）

（2010年発⾏）

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

グループワーク

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

特徴 活用のコツ 作成目安（分）

⑥
休憩のとり⽅
チェックシート

【⽬的】
・ストレス・疲労に対して適切なタイミング
で対処が⾏えているかの把握
・ストレス・疲労への効果的な対処⽅法の習
得
・気づいていなかったストレス・疲労のパ
ターンやストレス・疲労につながる要因の把
握

【タイミング】
・ストレス・疲労に対して対処した場合と対
処しなかった場合の変化について整理するこ
とについて本⼈からの同意が得られたとき

⑤
ストレス対処法整

理シート

④
ストレス対処整理
シート（ストレス

温度計）

【⽬的】
・ストレス、疲労のサインの把握

【タイミング】
・ストレス、疲労について確認⼜は把握する
ことに本⼈からの同意が得られたとき

【⽬的】
・ストレス、疲労のサインの分析
・ストレス、疲労に対する対処⽅法の分析

【タイミング】
・本⼈がストレスを感じていることが把握で
き、分析することに本⼈からの同意が得られ
たとき

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

ストレス関連
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支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

【⽬的】
・本⼈がストレスの全体像を把握し、対処⽅
法を検討する
・ストレスを感じた場⾯を繰り返し書き出す
ことで、⾃分がストレスを感じやすい状況や
ストレス反応の特徴（思考、気分・感情、⾏
動、⾝体変化）を整理、把握する

【タイミング】
・本⼈がストレスを感じたり、困り感を感じ
た場⾯を整理、把握することに本⼈の同意が
得られたとき
・⽀援者が本⼈にストレスの全体像を把握す
る⽅法を知ってほしいとき
・⽀援者が本⼈のストレスを感じた場⾯でス
トレス反応（⾝体的な影響、気分、感情への
影響等）を把握し、整理することについて本
⼈の同意が得られたとき

⑦ 体験整理シート
（2023版）

画像の上に白のせてノンブル消してます

↓
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特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

30分

⽀援マニュアル
No.26 別冊

「職場適応を促進
するための相談⽀
援ツール集」5）

（2024年発⾏）

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

・本⼈がストレスを感じた際の反応の特徴につ
いて気づいてもらう
・ストレスを感じた場⾯を⾔語化することで気
持ちの整理を促す

・本⼈がストレスや困り感を感じた場⾯は当時
の気持ちや⾝体反応を取り上げられると相談を
進めやすい
・ストレスを感じた場⾯を書き出し、客観的に
振り返ることで気分が落ち着く
・対処⽅法を試した場合も試さなかった場合の
いずれも、振返ることができ、本⼈にあった対
処⽅法を検討できる

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

【⽬的】
・本⼈がストレスの全体像を把握し、対処⽅
法を検討する
・ストレスを感じた場⾯を繰り返し書き出す
ことで、⾃分がストレスを感じやすい状況や
ストレス反応の特徴（思考、気分・感情、⾏
動、⾝体変化）を整理、把握する

【タイミング】
・本⼈がストレスを感じたり、困り感を感じ
た場⾯を整理、把握することに本⼈の同意が
得られたとき
・⽀援者が本⼈にストレスの全体像を把握す
る⽅法を知ってほしいとき
・⽀援者が本⼈のストレスを感じた場⾯でス
トレス反応（⾝体的な影響、気分、感情への
影響等）を把握し、整理することについて本
⼈の同意が得られたとき

⑦ 体験整理シート
（2023版）
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【⽬的】
・本⼈が対応しやすい環境と対応しにくい環
境の把握

【タイミング】
・本⼈の特性と対応しやすい環境について整
理することに本⼈の同意が得られたとき
例）職場環境が変わったとき
  職場⾒学や職場実習の実施前

【⽬的】
・注意・集中等の特性に関して⾃⼰理解を深
める

【タイミング】
・本⼈が注意・集中等に関するエピソードと
関連した特性について整理することに本⼈の
同意が得られたとき
・⽀援者が本⼈の注意・集中等の特性につい
て整理することに本⼈の同意が得られたとき

⑩
発達障害の特性
チェックシート

【⽬的】
・社会性、コミュニケーション、想像⼒、注
意・集中と活動性、感覚過敏、運動に関する
特性の把握

【タイミング】
・本⼈が⾃分の特性について整理することに
本⼈の同意が得られたとき

⑨
注意・集中等の特
徴に関するインタ
ビューシート

⑧
職場環境適応プロ

フィール

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

障害特性関連

項項目目 キキーーワワーードド　　

注注意意・・集集中中 ①①注注意意のの向向けけ方方
□一度に２つ以上のことに注意を向けること（「主目的」と「その他の部分」。
　　時間通りに出発することに注意が向き、靴を履かずに出社する等）
□忘れっぽい
　　（「○○をしよう」と思っていたのに、他のことに興味が向いたり、
　　　新しくやることが入ったりすると、○○のことを忘れてしまう等）
□人の話を聞く時（空想や音・光等に意識が向いて、話が入らない等）
□時間を意識しながら作業又は雑談に集中することが難しい。
□その他

②②情情報報のの取取りり方方
□見落とし、聞き漏らし
□作業結果の確認（誤字脱字等エラー情報の把握）
□慌てている時（探し物が目先にあっても認識できない等）
□情報を取りやすい状況
□その他

③③集集中中
□集中力を持続しやすい状況
□集中力が途切れやすい状況
□途切れた集中力を再び高めること
□集中を遮られた時の反応
□過度に集中する状況
□その他

所所定定のの手手順順にに沿沿っったた行行動動 □手順を飛ばす
□どの工程まで進んだかが分からなくなる場合がある
□終わってみると、なぜかミスが発生
□手順を変更したくなる
□「やってはいけない」と言われたが、やりたくなる
□手順の変更への対応
□手順の理解の仕方（頭の中で絵を描く等）
□手順どおりにできる状況
□その他

中中断断ししたた後後のの円円滑滑なな再再開開 □以前どこまでやっていたのかを思い出すこと
□中断した作業があることを思い出すこと
□報告や質問、休憩等で作業を中断した後の円滑な再開（集中力の変化）
□休憩時間や休日を、何もせずに過ごした場合と、何かして過ごした場合の差
□その他

時時間間のの観観念念 □時間の意識（時間を意識しながら何かに取り組むこと）
□所要時間の見積もり（最短時間／余裕を持って／想定外の事態を踏まえて）
□約束の時間の遵守
□少し余裕がある時の行動パターン（そのまま待つ／他のことに気が向き、行動する）
□早めの行動
□その他

過過去去のの類類似似体体験験にに基基づづいいたた判判断断・・
行行動動

□はやとちり
　　（「以前経験したことに似ている」と思った途端、反射的に対応してしまうが、
　　　実際に作業を始めると、細かい点でいろいろと異なるため、なかなか
　　　作業が終わらなかったり、行き違いが生じたりする等）
□思い込み
　　（最後まで指示を聞いても、以前経験したことに似ていると思った途端、
　　　以前と同じやり方をして齟齬が生じる等）
□その他

◆日時　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

◆聴取者

注注意意・・集集中中等等のの特特徴徴にに関関すするるイインンタタビビュューーシシーートト

　　氏氏名名（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））　　　　作作成成日日（（　　平平成成    年年　　    月月））

対対応応ででききるる 　　対対応応ででききなないい

110000%% 7755%% 5500%% 2255%% 00%% 備備考考・・対対処処策策

11 温     度 高い

22 低い

33 湿     度 高い

44 低い

55 音 うるさい 機械音

66 空調音

77 人の話し声

88 パソコン

99 その他(      )

1100 静か

1111 照     明 明るい

1122 暗い

1133 粉     塵 ある

1144 なし

1155 におい ある 薬品

1166 食品

1177 その他(            )

1188 なし

1199 汚れることが多い

2200 職場の色彩 明るい壁の色

2211 暗い壁の色

2222 作業場所 屋内

2233 屋外

2244 高いところ

2255 バランスが必要なところ

2266 作業場所を交代する必要あり

2277 作業スペース 広い

2288 狭い

2299 持ち場から離れにくい

3300 作業場が他から全く独立している

3311 たくさんの人と作業をする

3322 勤務時間 長い

3333 短い

3344 超過勤務がある

3355 ローテーションで早出・遅出がある

3366 時期や時間によって忙しさが変化する

3377 休憩室 ある

3388 なし

3399 休憩時間 長い

4400 短い

4411 休憩回数 多い

4422 少ない

　　職職  場場  環環  境境  適適  応応  ププ  ロロ  フフ  ィィ  ーー  ルル

作作
業業
時時
間間

感感
覚覚

作作
業業
場場
所所

休休
憩憩

（（１１））ここののププロロフフィィーールルはは、、ププロロググララムム実実施施中中にに見見らられれたた事事柄柄でであありり、、今今後後継継続続的的にに把把握握すするるここととがが必必要要でですす。。

（（２２））答答ええ方方はは、、相相談談のの担担当当者者がが説説明明ししまますす。。

（（３３））必必要要にに応応じじてて、、項項目目のの追追加加・・削削除除ががででききまますす。。
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【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

特徴 活用のコツ

・社会性、コミュニケーション、想像⼒、注
意・集中と活動性、感覚過敏、運動に関する特
性について確認できる
・特性には強みと苦⼿の両⽅があることを確認
できる

・質問項⽬が少なく、強みも同時に確認できる
ため、取り組みやすい
・ネガティブな側⾯だけでなく、強みにも意識
を向けやすい

10〜20分

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

40分

実践報告書No.23
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ムとその⽀援事例
（２） 〜注意⽋
陥多動性障害を有
する者への⽀援

〜」3）

（2010年発⾏）

・注意・集中、仕事の⼿順や段取り、進捗管理
等普段の様⼦を振り返り、⾃分の状態について
気づいてもらえる

・エピソードとともに特性把握がしやすく、注
意・集中以外の特性についても把握しやすい
・本⼈が⽇々の出来事をどのように受け取って
いるのか等認知特性等も合わせて把握しやすい
・エピソードと特性を関連させにくい⽅に対し
て実施することで、特性の理解を促す

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
個別相談

⽀援者間で意⾒
交換を⾏う

作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

・本⼈の⼒が発揮しやすい環境を知ってもらう
・事前に⾃⾝の適応できる環境を把握しておく
ことで、環境とのマッチングを図りやすくなる

・本⼈が対応しやすい職場環境をもれなく確認
できる
・⼝頭で聞き取るよりも短時間で幅広い項⽬の
情報を把握しやすい
・対応できる、できないを％で整理するため、
「できる」「できない」の2択では判断しにく
い項⽬も判断しやすい

20分

⽀援マニュアル
No.10

「発達障害のワー
クシステム・サ
ポートプログラム
発達障害者のため
のリラクゼーショ
ン技能トレーニン
グ ストレス・疲
労のセルフモニタ
リングと対処⽅

法」2）

（2014年発⾏）

⽀援マニュアル
No.13

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム ナビゲーショ
ンブックの作成と

活⽤」6）

（2016年発⾏）

【⽬的】
・本⼈が対応しやすい環境と対応しにくい環
境の把握

【タイミング】
・本⼈の特性と対応しやすい環境について整
理することに本⼈の同意が得られたとき
例）職場環境が変わったとき
  職場⾒学や職場実習の実施前

【⽬的】
・注意・集中等の特性に関して⾃⼰理解を深
める

【タイミング】
・本⼈が注意・集中等に関するエピソードと
関連した特性について整理することに本⼈の
同意が得られたとき
・⽀援者が本⼈の注意・集中等の特性につい
て整理することに本⼈の同意が得られたとき

⑩
発達障害の特性
チェックシート

【⽬的】
・社会性、コミュニケーション、想像⼒、注
意・集中と活動性、感覚過敏、運動に関する
特性の把握

【タイミング】
・本⼈が⾃分の特性について整理することに
本⼈の同意が得られたとき

⑨
注意・集中等の特
徴に関するインタ
ビューシート

⑧
職場環境適応プロ

フィール

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

障害特性関連
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感覚特性チェック
シート

【⽬的】
・感覚特性の理解を深める
・現実的な対処⽅法を検討しやすくする

【タイミング】
・本⼈が⾃分の感覚特性について整理するこ
とに同意が得られたとき
・⽀援者が感覚特性について整理したり、職
場環境によって疲労・ストレスの感じ⽅が異
なる状況を把握することについて本⼈の同意
が得られたとき

⑬

【⽬的】
・本⼈の社会性、コミュニケーション、想像
⼒、注意・集中と活動性、感覚過敏、運動に
関する特性について⽀援者から観察された内
容を⼤まかに整理する

【タイミング】
・⽀援者が本⼈の特性や強みについて⼤まか
に整理したり、⽀援者間で共有するとき

⑪
発達障害の特性
チェックシート
（⽀援者⽤）

⑫
特性チェックシー

ト
（ご本⼈⽤）

【⽬的】
・特性を「広く、浅く」収集する

【タイミング】
・本⼈が⾃分の特性について整理することに
同意が得られたとき

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

障害者職業総合センター職業センター

ご本人用チェックシート 記　入　日

（（１１））感感覚覚 氏　　　名

【【記記入入方方法法】】

・以下の項目について、当てはまるところにチェック✓をしてください。

【１】触覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 人に触られたり近寄られると、とても驚いたり、イライラしたり、緊張が強くなったりする

2 不意に背後から近寄られたり触られるとゾッとする

3 触られると過剰にくすぐったい、または不快に感じる身体の場所がある

4 触ると苦痛に感じる、触りたくない物がある

5 洋服や下着のタグ、縫い目がとても気になる（チクチクして痛い。強いかゆみを感じる等）

6 ちょっとしたことでも、とても痛いと感じる

7 暑さ、寒さの変化によって、体調や疲れ、気分に影響を受けやすい

8 触っただけでは物を識別することができない（見ないと、触っている物が何かわからない）

9 ケガやヤケドをしても気づくのが遅い（痛みの感覚を感じにくい）

10 触るととても安心できるものがある

11 手持ちぶさたな時等に、物を噛んだりいじったりする（爪かみ、服のそで口、鉛筆等）

【２】前庭覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 姿勢が崩れやすく｢だらしない｣｢ちゃんとしなさい｣といった注意をよく受ける

2 長時間立っていると、とても疲れる

3 イスに座っている時、足を前に投げ出して背もたれに寄りかかることが多い

4 面接等、一定時間背筋を伸ばして座り続けることがとてもつらい　

5 座っている時、無意識に机に肘（ひじ）をついていることが多い　

6 バスや電車で、揺れや急ブレーキがあると踏ん張れず、倒れたり人にぶつかってしまう　

7 つまづいたとき、とっさに手や足が出ず転んでしまう　

8 乗り物に酔いやすい　

9 エレベーターやエスカレーター、ジェットコースター等、上下に動くものに乗るのが苦手　

10 高い所に登ったり、階段を上がったり下がったりすることに怖さを感じる　

11 おじぎ等、姿勢の傾きが変わるとフラフラして不安になる　

障害者職業総合センター職業センター

ご本人用チェックシート 記　入　日

（（1100））職職業業生生活活ススキキルル 記入者氏名

・以下の項目について、当てはまる場合はチェックしてください。

・当てはまらない場合は、空欄のままにしてください。

・当てはまるかどうかわからない項目には「？」をつけてください。

【１】業務遂行

1 □ 目の前の仕事になかなか集中できない（周囲が気になったり、ぼーっとしてしまう等）

2 □

3 □ きちんと確認しているはずなのに、ミスが出てしまう

4 □ 何度かやっている仕事なのに、手順を間違ってしまう

5 □ 一つの仕事に取り組むと、やることが他にあっても、完璧にできるまで終わらせたくない

6 □ 指示や連絡事項等をメモする習慣がない。あるいはメモしようとしてもうまくできない

7 □ メールを誤送信してしまうことがよくある

8 □ 電話で相手の話を聞きながらメモをとることが難しい（結果的に電話対応はとても緊張する）

9 □ 取引先との電話や客の対応等で、相手を怒らせてしまうことがある

【２】スケジュール管理

1 □ 気をつけていても、仕事の締切、納期がぎりぎりになって焦ったり、間に合わないことが多い

2 □ 仕事のメール返信がとても遅くなったり、忘れてしまうことがよくある

3 □ 会議やアポイントの日時を間違える、忘れる、ダブルブッキングすることがよくある

4 □ 複数の仕事があると、何から手をつけてよいかわからなくなる

5 □ 突然の業務変更や、アポイントの予定変更が苦手

6 □ 会社に遅刻してしまうことが多い

7 □ 自分だけ遅くまで残業していることが多い

【３】物品管理・生活面

1 □ 職場の机がとても散らかっている（片付けようと思っても片付けられない）

2 □ 大事な書類等をなくしてしまう、見つけられないことがよくある

3 □ パソコン内のデータが整理できず、必要なデータが見つけられないことがよくある

4 □ 身だしなみについて注意を受けることがある

5 □ 職場の制服に着替えるとき、とても時間がかかる

6 □ お金の管理がルーズになりやすい

　　　年　　　月　　　日

【【記記入入方方法法】】

「Aの場合は・・・する、Bの場合は○○する」という判断が苦手
（客がAと言ったら・・・する、Bと言ったら○○する、など）

画像の上に白のせてノンブル消してます

↓
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【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

・気づいていなかった特性に気づける（気づく
可能性が⾼まる）
・感覚特性と作業や⽇常⽣活場⾯でのストレ
ス、疲労との関係に気づくことができる（気づ
く可能性が⾼まる）
・ストレスや疲労につながる感覚刺激を特定
し、意識することで早めに対処できるようにな
る

・本⼈の障害受容が⼗分でない場合でも、感覚
に絞ってチェックするため、取り組みやすい
・先報告書No.36にある「感覚特性⾒える化
シート」により、感覚特性チェックシートの回
答内容を視覚的に把握しやすくする

30分

実践報告書No.36
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム リラクゼー
ション技能トレー
ニングの改良」4）

（2021年発⾏）

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
⽀援者間で意⾒
交換を⾏う

・特性は環境やその時の状況によって強み・苦
⼿のどちらかに偏る場合があることを⽀援者が
本⼈に説明する
・本⼈の強みについて⽀援者が整理する
・本⼈の特性を⽀援者間で整理し、共有する

・複数の⽀援者で本⼈の特性を共有するために
活⽤することも可能

10分

実践報告書No.23
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ムとその⽀援事例
（２） 〜注意⽋
陥多動性障害を有
する者への⽀援

〜」3）

（2010年発⾏）

200分
（1シート20分）

⽀援マニュアル
No.18

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム 発達障害者の
アセスメント」7）

（2019年発⾏）

・どの項⽬で特性が表れているのかについて幅
広くざっくりと把握してもらう
・⽀援者は詳細なアセスメント実施に向けて⽅
向性を⾒極める
・気づいていなかった特性に気づける（気づく
可能性が⾼まる）

・本⼈が発達障害に関する知識が無くても幅広
くチェックが付けられる
・チェックした部分の⾒える化ができるため、
本⼈が⾃覚している・できていない部分が把握
できる
・本⼈の気づきを促す 【作成主体】

本⼈

【作成場⾯】
個別相談

特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

感覚特性チェック
シート

【⽬的】
・感覚特性の理解を深める
・現実的な対処⽅法を検討しやすくする

【タイミング】
・本⼈が⾃分の感覚特性について整理するこ
とに同意が得られたとき
・⽀援者が感覚特性について整理したり、職
場環境によって疲労・ストレスの感じ⽅が異
なる状況を把握することについて本⼈の同意
が得られたとき

⑬

【⽬的】
・本⼈の社会性、コミュニケーション、想像
⼒、注意・集中と活動性、感覚過敏、運動に
関する特性について⽀援者から観察された内
容を⼤まかに整理する

【タイミング】
・⽀援者が本⼈の特性や強みについて⼤まか
に整理したり、⽀援者間で共有するとき

⑪
発達障害の特性
チェックシート
（⽀援者⽤）

⑫
特性チェックシー

ト
（ご本⼈⽤）

【⽬的】
・特性を「広く、浅く」収集する

【タイミング】
・本⼈が⾃分の特性について整理することに
同意が得られたとき

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

69



支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

⑯
⾏動/環境アセス
メントシート

【⽬的】
・個⼈と環境との相互作⽤から問題の原因を
考え、問題の解決策や⽀援⽅法を検討する

【タイミング】
・⽀援者が本⼈の⾏動について前後の環境や
状況を踏まえて分析するとき
・⽀援者が本⼈の⾏動を障害特性と環境の相
互作⽤を踏まえて説明するとき

⑮
情報処理過程にお
けるアセスメント
の視点（Ver.10）

⑭
特性対処の
ヒント集

【⽬的】
・感覚特性の理解を深め、感覚特性に対する
対処⽅法や周囲への配慮事項を検討しやすく
するため

【タイミング】
・本⼈が⾃分の感覚特性への対処を検討する
ことに本⼈の同意が得られたとき

【⽬的】
・⽀援者間でアセスメント内容を共有し、⽀
援⽅法を検討する
・情報処理過程に着⽬して特性や取組⽅法を
本⼈と共有できる
・事業主に対して本⼈の特徴を説明する

【タイミング】
・本⼈が⾃分の⾏動の背景にある特性につい
て整理・分析することに本⼈の同意が得られ
たとき
・⽀援者が本⼈や⽀援者間等複数⼈で本⼈の
特性について共有したり、⽀援⽅針の仮説を
⽴てたいとき

【【直直前前のの状状況況】】 

＜本人の状態＞

＜周囲の環境＞
・いつ（日時）

・どこで（場所）

・誰（人との関わりの有無と内容）

・きっかけ（周囲からの情報）

【【本本人人のの行行動動／／思思考考】】（（～～ししたたらら）） 
 

＜問題と思われる行動／思考は？ ＞

＜実際にしている行動／思考は？＞

【【直直後後のの結結果果】】（（～～ににななっったた）） 

行動 環境アセスメントシート

【問題の概要】 

記入日： 年 月 日 【対象者氏名 】 

＜～のとき＞

【何が問題となりますか？】 

【【本本人人のの状状態態にに影影響響をを与与ええたた出出来来事事】】 

＜より望ましい行動／思考は？＞

【【処処理理】】
実行機能、ワーキングメモリ、記憶、メタ認知、注意等

情情報報処処理理過過程程ににおおけけるるアアセセススメメンントトのの視視点点 （（VVeerr..1100））

理解の優位性

全体 - 細部
視覚優位 - 聴覚優位
同時処理 - 継次処理

思考・イメージ

考え方のクセ、思考の柔軟性、
現実検討
反芻思考

マインドワンダリング・ファンタ
ジー
発想の広がり

受受信信 【【入入力力】】

衝動性

客観的な振返り、
自己効力感、障害特性の理解

自己理解

疲労・ストレス・体調への気づき、対処方法の有無、
成功体験、余暇、二次障害

疲労・ストレス・体調・パニック

家族 職場

周囲の理解

送送信信 【【出出力力】】

過去の出来事の記憶
スキル・やり方の記憶
機械的な記憶、ワーキングメモリ

不注意、注意の切替え、注意の分配、
視覚的情報の注目・弁別
選択的注意、集中の持続、過集中

注意

＜＜視視覚覚的的情情報報＞＞
モデリング
文字・マニュアル

＜＜聴聴覚覚的的情情報報＞＞
言語指示
長-短
曖昧-具体的

作業指示

手先協応性
全身運動能力
正確性
速度

作業特性計画・プランニング

手順、段取り
時間、予定、進捗
メモ取り、手順書作成
優先順位、意思決定
物品・書類整理
日課、服薬、金銭 社会的場面での特性

＜＜ルルーールル・・ママナナーー＞＞
身だしなみ
時間厳守
場に応じた行動・発言

＜＜対対人人場場面面ででのの表表出出行行動動＞＞

定型、柔軟

言語、非言語

対人関係・場面

人の顔の識別
非言語コミュニケーションの理解
場面・状況の理解
相手の立場・気持ち・関係性
の理解

情報受信の特性

感覚

視覚

聴覚

嗅覚

味覚

平衡感覚

体性感覚

皮膚感覚

触覚、圧覚、温覚、

冷覚、かゆみ、痛覚

深部感覚

関節などの位置感覚、

筋や腱の動き、

痛覚等

内臓感覚

痛覚、空腹感、満腹感、

口渇感、嘔気、便意、

尿意、体温、血圧

理解の特性 判断・思考・感情の特性 作業・日常場面の特性

記憶

感情・情動

怒り、不安、焦り、抑うつ、
意欲の減退
感情の気づき

【対象者氏名】

【記入日】

改善の必要があること、
困っていること
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特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

⽀援マニュアル
No.18

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム 発達障害者の
アセスメント」７）

（2019年発⾏）

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
⽀援者間で意⾒
交換を⾏う

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
個別相談

⽀援者間で意⾒
交換を⾏う

・⽀援者が本⼈の⾏動や本⼈が⾏動する前後の
状況を具体的に整理しやすく、問題の原因を検
討しやすい

・問題状況を前後の環境や望ましい⾏動を含め
て、具体的に整理しやすく、⽀援者間で課題の
状況を把握しやすい

40分

実践報告書No.36
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム リラクゼー
ション技能トレー
ニングの改良」4）

（2021年発⾏）

・本⼈の⾏動の背景にある情報処理の流れや特
性同⼠の関連性の理解を進める
・ある場⾯に区切って整理、検討することで特
性が表れている場⾯であっても強みやできてい
ることが含まれていることへの気づきを促せる

・特性がどのように影響し合っているのか多⾓
的に検討しやすい
・⽀援⽅針の仮説として考えることができ、⽀
援者間や本⼈が意⾒を出しやすい
・特性同⼠の関連性や情報処理過程が視覚的に
確認出来るため、特性の理解や周囲に求める配
慮事項等を検討できる可能性がある

30分

⽀援マニュアル
No.18

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム 発達障害者の
アセスメント」７）

（2019年発⾏）

・対処⽅法のヒントを参考に具体的に考えるこ
とができる
・感覚特性について本⼈が普段感じている感覚
が他者と異なることに気づくきっかけになる

・特性に対する具体的な対処⽅法が載っている
ため、できないことやつらいことだけに焦点化
されず、前向きな対策を検討することができる
・「⑬感覚特性チェックシート」の詳細を聞き
取るために活⽤可能

60〜120分

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

⑯
⾏動/環境アセス
メントシート

【⽬的】
・個⼈と環境との相互作⽤から問題の原因を
考え、問題の解決策や⽀援⽅法を検討する

【タイミング】
・⽀援者が本⼈の⾏動について前後の環境や
状況を踏まえて分析するとき
・⽀援者が本⼈の⾏動を障害特性と環境の相
互作⽤を踏まえて説明するとき

⑮
情報処理過程にお
けるアセスメント
の視点（Ver.10）

⑭
特性対処の
ヒント集

【⽬的】
・感覚特性の理解を深め、感覚特性に対する
対処⽅法や周囲への配慮事項を検討しやすく
するため

【タイミング】
・本⼈が⾃分の感覚特性への対処を検討する
ことに本⼈の同意が得られたとき

【⽬的】
・⽀援者間でアセスメント内容を共有し、⽀
援⽅法を検討する
・情報処理過程に着⽬して特性や取組⽅法を
本⼈と共有できる
・事業主に対して本⼈の特徴を説明する

【タイミング】
・本⼈が⾃分の⾏動の背景にある特性につい
て整理・分析することに本⼈の同意が得られ
たとき
・⽀援者が本⼈や⽀援者間等複数⼈で本⼈の
特性について共有したり、⽀援⽅針の仮説を
⽴てたいとき
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支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

⑰
⽀援⽅法検討シー

ト

【⽬的】
・個⼈と環境との相互作⽤から問題の原因を
考え、問題の解決策や⽀援⽅法を検討する

【タイミング】
・複数の⽀援者で⽀援策を共有するとき
・これまで実施した⽀援策が課題に対して効
果的ではないとき

【【直直前前のの状状況況】】 

＜本人の状態＞に対する支援案

＜周囲の環境＞に対する支援案
・いつ（日時）

・どこで（場所）

・誰（人との関わりの有無と内容）

・きっかけ（周囲からの情報）

【【本本人人のの状状態態にに影影響響をを与与ええたた出出来来事事】】
に対する支援案

予防 事前対処のための支援案 望ましい行動獲得のための支援案 結果への支援案

【本本人人のの行行動動／／思思考考】 
 

【望ましい行動】獲得の
ための支援案

【望ましい本人の行動】＝目標

【直直後後のの結結果果】 
 

【望ましくない行動】が
でたときの対応案

【望ましい行動】が
できたときの対応案

支支援援方方法法検検討討シシーートト
記入日： 年 月 日 【対象者氏名 】 
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特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
⽀援者間で意⾒
交換を⾏う

・本⼈や環境のどこに対してアプローチするか
検討しやすく、介⼊するタイミングを⽀援者間
で共有しやすい

・「⑯⾏動/環境アセスメントシート」と併わ
せて使⽤することで、何にアプローチするか、
介⼊するかを検討しやすい
・介⼊後に本⼈にどのようなフィードバックを
するのかも検討できる

40分

⽀援マニュアル
No.18

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ
ム 発達障害者の
アセスメント」７）

（2019年発⾏）

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

⑰
⽀援⽅法検討シー

ト

【⽬的】
・個⼈と環境との相互作⽤から問題の原因を
考え、問題の解決策や⽀援⽅法を検討する

【タイミング】
・複数の⽀援者で⽀援策を共有するとき
・これまで実施した⽀援策が課題に対して効
果的ではないとき
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⑱
在職者のための情
報整理シート（事

業主⽤）

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・「⑲在職者のための情報整理シート（従業
員⽤）」とセットで使⽤することで、問題状
況、事業主と本⼈双⽅の捉え⽅を把握をする
ことができ、事業主と本⼈が取り組むべき⽬
標の検討がしやすくなる
・事業主が職場において、課題と捉えている
ことの背景を分析したり、従業員⽤とセット
で使⽤することで本⼈の個々の特性に応じた
環境配慮等の雇⽤管理や職場定着に向けた取
組が検討できる

【タイミング】
・事業主が本⼈の状況や配慮の実施状況を整
理、把握するとき
・事業主が本⼈の状況認識とのすり合わせを
⾏いたいとき
・⽀援者が事業主から本⼈の状況を聴取する
とき

⑲
在職者のための情
報整理シート（従

業員⽤）

【⽬的】
・職場において、対応できていること、本⼈
が課題と捉えており、対処⽅法や周囲に配慮
を依頼したいことを整理する

【タイミング】
・本⼈の勤務状況を事業主や⽀援者と共有す
るとき
・本⼈が職場で求められるスキルについて知
ることに本⼈の同意が得られたとき

就労ニーズ関連
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【作成主体】
事業主

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

作成の仕方 掲載誌

・事業主から⾒た、できていることと課題、そ
の背景、配慮が必要な事項について把握する
・事業主として課題に感じている事項について
確認する
・事業主が⾏っている配慮と本⼈に対処を求め
ていることを整理する

・課題に対し本⼈が対応するのか、事業主が配
慮するのかについて検討しやすい

20分

実践報告書No.27
「発達障害者に対
する雇⽤継続⽀援

の取組み
〜在職者のための
情報整理シートの

開発〜」8）

（2015年発⾏）

特徴 活用のコツ 作成目安（分）

・本⼈が把握している「できている」項⽬の把
握
・「できている」にチェックが付かなかった項
⽬は、⾃らの対処⽅法を検討したいのか、周囲
に配慮をお願いしたいのか回答できる項⽬もあ
るため、今後の対策を検討しやすい

・在職者の状況を把握するとともに今後の⽬標
の検討にも活⽤可能
・求職者が就職後に求められるスキルとして提
⽰し、⽇々の⽀援で各項⽬を振り返り、職場で
求められるスキルの変化を確認することも可能
・「⑱在職者のための情報整理シート（事業主
⽤）」とセットで使⽤することで、問題状況、
事業主と本⼈の捉え⽅の把握をすることによ
り、事業主と本⼈が取り組むべき⽬標を設定す
る

20分

実践報告書No.27
「発達障害者に対
する雇⽤継続⽀援

の取組み
〜在職者のための
情報整理シートの

開発〜」8）

（2015年発⾏）

⑱
在職者のための情
報整理シート（事

業主⽤）

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・「⑲在職者のための情報整理シート（従業
員⽤）」とセットで使⽤することで、問題状
況、事業主と本⼈双⽅の捉え⽅を把握をする
ことができ、事業主と本⼈が取り組むべき⽬
標の検討がしやすくなる
・事業主が職場において、課題と捉えている
ことの背景を分析したり、従業員⽤とセット
で使⽤することで本⼈の個々の特性に応じた
環境配慮等の雇⽤管理や職場定着に向けた取
組が検討できる

【タイミング】
・事業主が本⼈の状況や配慮の実施状況を整
理、把握するとき
・事業主が本⼈の状況認識とのすり合わせを
⾏いたいとき
・⽀援者が事業主から本⼈の状況を聴取する
とき

⑲
在職者のための情
報整理シート（従

業員⽤）

【⽬的】
・職場において、対応できていること、本⼈
が課題と捉えており、対処⽅法や周囲に配慮
を依頼したいことを整理する

【タイミング】
・本⼈の勤務状況を事業主や⽀援者と共有す
るとき
・本⼈が職場で求められるスキルについて知
ることに本⼈の同意が得られたとき

就労ニーズ関連
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就労⽀援のための
アセスメント

シート

【⽬的】
・本⼈、⽀援者が強みや成⻑可能性、就労す
るうえでの課題等を適切に理解し、就職に向
けた必要な⽀援や配慮を検討できる

【タイミング】
・本⼈が就労を希望している、あるいは就労
について検討しているとき
・就労に向けて本⼈や⽀援者が本⼈の強みや
就労上の課題を整理し、必要な⽀援・配慮を
検討するとき

⑳

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング

対象者 支援者

氏　名 氏　名

ふりがな ふりがな
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180分

【作成主体】
本⼈、⽀援者

【作成場⾯】
個別相談

⽀援者間で意⾒
交換

「就労⽀援のため
のアセスメント
シート活⽤の⼿

引」9）

（2023年発⾏）

・本⼈が⾃⾝のニーズや就労のための基本的事
項の状況、就労継続のために必要とする⽀援・
配慮等について具体的に整理する
・本⼈の強みや課題に関する認識を確認できる
・本⼈と⽀援者が共同評価を⾏うことで現状に
ついて本⼈の気づきを促す

・各項⽬に対する本⼈の評価や考えを⽀援者と
すり合わせることで⽀援者が本⼈の思いを把握
しやすくなる
・就労の希望・ニーズがある程度具体化した段
階から実施し、本⼈の希望・ニーズの変化や具
体化の進展にあわせて継続して活⽤できる
・作業場⾯や職場実習を体験し、そこでの⾏動
を評価の対象にする
・シートを作成する際に本⼈と⽀援者が評価の
根拠を共有することで、本⼈と⽀援者の現状の
すり合わせが⾏いやすくなる
・現状に関する評価だけでなく、評価の理由や
具体的な根拠（どのような場⾯でどのような⾏
動が観察されたか等）に関するテキストをシー
トに記録しておくことで、本⼈が能⼒を発揮し
やすい環境に関する情報を共有しやすい

特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

就労⽀援のための
アセスメント

シート

【⽬的】
・本⼈、⽀援者が強みや成⻑可能性、就労す
るうえでの課題等を適切に理解し、就職に向
けた必要な⽀援や配慮を検討できる

【タイミング】
・本⼈が就労を希望している、あるいは就労
について検討しているとき
・就労に向けて本⼈や⽀援者が本⼈の強みや
就労上の課題を整理し、必要な⽀援・配慮を
検討するとき

⑳

支援ツール名 支援ツール画像 使用目的・タイミング
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㉒
SOCCSS法
実施⽤紙

【⽬的】
・本⼈が主体となって、より社会的に適切な
問題解決の⼿段を検討する

【タイミング】
・本⼈が困り感を感じ、困り感への対策を検
討することに本⼈の同意が得られたとき
・本⼈が対処策を実施できるか不安に感じる
とき
・本⼈が対処策を実施できないことが続いて
おり、対処策の実施を検討することに本⼈か
ら同意が得られたとき

㉑
問題状況分析

シート

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・本⼈が問題の発⽣状況や原因を把握し、現
実的な問題解決策を選択できるようにする

【タイミング】
・本⼈から困り感について状況の分析や対処
⽅法を検討することに本⼈の同意が得られた
とき
・⽀援者が本⼈の対処⽅法のレパートリーを
増やしたり、問題解決のスキームを学んでほ
しいと考え、本⼈の同意が得られたとき

困り感への対応関連

 

 

SSOOCCCCSSSS法法  実実施施用用紙紙  

≪状況把握≫－≪選択肢≫－≪結果予測≫－≪選択判断≫－≪段取り≫－≪事前試行≫ 

状状況況把把握握  

関関係係すするる人人   いいつつ   

何何がが起起ききたた  ・・  何何ををししたた  理理由由  

  

 

選選択択肢肢  結結果果予予測測  選選択択判判断断  

   

   

   

 

段段取取りり：：行行動動ののププラランン  

 

 

い
つ

ど
こ
で

誰
と

効果 現実性
選択
判断

相手の
気持ち

原因

解決策の実施手順・課題

相手への
影響

自分の
状況

　　

＜問題状況の把握＞ ＜解決策の検討＞

解決策案

問問　　題題　　状状　　況況　　分分　　析析　　シシ　　ーー　　トト

問題 目標

行動

結果予測

＜＜○○･･△△・・××＞＞

その時の気持ち

結果（自分への影響）

その時の気持ち
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【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

グループワーク

【作成主体】
本⼈

【作成場⾯】
個別相談

作成の仕方

実践報告書No.34
「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ

ム
問題解決技能ト
レーニングの改

良」11）

（2020年発⾏）

・対策を事前にシュミレーションできるため実
施できる対策を検討しやすく、⾏動に移しやす
い
・対策を事前にシュミレーションすることで、
これまでの対策が⾏動に⾄らなかった要因を検
討できる可能性がある
・問題を俯瞰して眺めることができる

・本⼈の体験を⾔語化し、「⾒える化」するこ
とで本⼈が⾃らの体験全体を俯瞰しやすい
・解決策は「㉑問題状況分析シート」を使⽤
し、集団で解決策を検討してから、個別相談で
各解決策について相談することも可能
・問題の特定ができなくても（しなくても）、
解決に向けて⾏動できる枠組みを設定すること
ができる
・先報告書No.34にある「SOCCSS法 ⽀援者
記録⽤紙」、「SOCCSS法（簡略版）⽀援者記
録⽤紙」を活⽤すると「SOCCSS法 実施⽤
紙」の各項⽬での質問のポイントを確認しなが
ら進められる
・実施⽤紙を使わずに相談を進める場合は、
「SOCCSS法（簡易版）」を活⽤する⽅法もあ
る

40分

掲載誌

・相⼿（上司、同僚等）の状況や影響を予測す
ることで本⼈の⾏動が周囲へどのような影響を
及ぼすかを把握しやすい
・俯瞰して問題を捉えたり、分析、解決⽅法を
検討できるスキームを知る

・本⼈の体験を⾔語化し、⾒える化することで
本⼈が⾃らの体験全体を俯瞰しやすい
・集団で実施すると他者からも意⾒をもらえ、
本⼈だけが悩んでいる問題ではないと感じるこ
とができる可能性がある

40分

⽀援マニュアル
No.8

「発達障害者の
ワークシステム・
サポートプログラ

ム
発達障害者のため
の問題解決技能ト
レーニング」10）

（2013年発⾏）

特徴 活用のコツ 作成目安（分）

㉒
SOCCSS法
実施⽤紙

【⽬的】
・本⼈が主体となって、より社会的に適切な
問題解決の⼿段を検討する

【タイミング】
・本⼈が困り感を感じ、困り感への対策を検
討することに本⼈の同意が得られたとき
・本⼈が対処策を実施できるか不安に感じる
とき
・本⼈が対処策を実施できないことが続いて
おり、対処策の実施を検討することに本⼈か
ら同意が得られたとき

㉑
問題状況分析

シート

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

【⽬的】
・本⼈が問題の発⽣状況や原因を把握し、現
実的な問題解決策を選択できるようにする

【タイミング】
・本⼈から困り感について状況の分析や対処
⽅法を検討することに本⼈の同意が得られた
とき
・⽀援者が本⼈の対処⽅法のレパートリーを
増やしたり、問題解決のスキームを学んでほ
しいと考え、本⼈の同意が得られたとき

困り感への対応関連
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㉔

Sheet B-1：
「情報収集補助
シート（初期；カ
ウンセラー⽤）」

㉓

Sheet A：「⽀
援を進める際のポ
イント・⽅法⼀覧
（カウンセラー

⽤）」

【⽬的】
・⽀援者が⽀援⼿法を取捨選択し、組合わせ
を修正していく先に⾏われる複雑な認知過程
のモニタリング
・段階ごとに⽀援ノウハウを確認したり、選
択しやすくする

【タイミング】
・相談の前後
・⽀援途中や⽀援終了後

【⽬的】
・現状の認識、将来への展望の有無、感じて
いる課題やその解決⽅法等を聞き取ることを
通じ、本⼈が「⾃分は何を考えているのか、
何を知っているのか、何が不⾜しているの
か」といった本⼈の相談初期の⾃⼰理解の状
況を⽀援者が確認する
・強い思い込み等本⼈の希望を実現するにあ
たってマイナスに働く認知に対してアプロー
チする準備を⾏う

【タイミング】
・相談の前後
・インテーク等相談の初期の段階

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

㉕

【⽬的】
・⽀援の過程が進み、本⼈が「⾃分は何を考
えているのか、何を知っているのか、何が不
⾜しているのか」といった状況が初期に⽐べ
てどのように変化したかを確認する

【タイミング】
・⽀援の中期または終期

Sheet B-2「情
報収集補助シート
（中期・終期；カ
ウンセラー⽤）」

相談の進め方、支援方針検討関連
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【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

・本⼈が「⾃分は何を考えているのか、何を
知っているのか、何が不⾜しているのか」を具
体化できる

・本⼈の考えや希望を具体的に整理することが
でき、⽀援者と本⼈の認識のずれを防ぐことが
できる

20分

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

・相談前に確認することで相談の構成について
検討しやすくする

・⽀援実施後の振返りとして活⽤すると、⽀援
のポイントの把握ができ、⽀援者の⽀援ノウハ
ウを蓄積することができる

特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

・⽀援開始後の本⼈の希望や考えと⽀援者の認
識を合わせる

・これまでに実施した⽀援や本⼈が経験したこ
とが本⼈の考えにどのように影響を及ぼしたの
かが把握でき、本⼈に応じた説明や⽀援⽅針を
検討しやすくなる

20分

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

㉔

Sheet B-1：
「情報収集補助
シート（初期；カ
ウンセラー⽤）」

㉓

Sheet A：「⽀
援を進める際のポ
イント・⽅法⼀覧
（カウンセラー

⽤）」

【⽬的】
・⽀援者が⽀援⼿法を取捨選択し、組合わせ
を修正していく先に⾏われる複雑な認知過程
のモニタリング
・段階ごとに⽀援ノウハウを確認したり、選
択しやすくする

【タイミング】
・相談の前後
・⽀援途中や⽀援終了後

【⽬的】
・現状の認識、将来への展望の有無、感じて
いる課題やその解決⽅法等を聞き取ることを
通じ、本⼈が「⾃分は何を考えているのか、
何を知っているのか、何が不⾜しているの
か」といった本⼈の相談初期の⾃⼰理解の状
況を⽀援者が確認する
・強い思い込み等本⼈の希望を実現するにあ
たってマイナスに働く認知に対してアプロー
チする準備を⾏う

【タイミング】
・相談の前後
・インテーク等相談の初期の段階

使用目的・タイミング支援ツール名 支援ツール画像

㉕

【⽬的】
・⽀援の過程が進み、本⼈が「⾃分は何を考
えているのか、何を知っているのか、何が不
⾜しているのか」といった状況が初期に⽐べ
てどのように変化したかを確認する

【タイミング】
・⽀援の中期または終期

Sheet B-2「情
報収集補助シート
（中期・終期；カ
ウンセラー⽤）」

相談の進め方、支援方針検討関連
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支援ツール名

【⽬的】
・本⼈と⽀援者が共に過去の取組を取り上
げ、当時、本⼈がどの程度状況をモニタリン
グし、その結果に基づいて取組をコントロー
ルしていたか検討することにより本⼈の⽬標
を達成するにあたっての⽅法・気づき・予測
等の状況を確認する

【タイミング】
・本⼈が設定した⽬標に取り組んだ後

㉗

Sheet D「今後
の課題検討シート
（カウンセラー＆

本⼈⽤）」

【⽬的】
・本⼈が今後改善したいと考えている課題の
達成に向けた⽅法、課題に取り組むことでの
気づき・感覚（課題は簡単そうだ、難しそう
だ等）、結果の予測等を意識化できているか
否かを、⽀援者と本⼈が互いに確認する

【タイミング】
・本⼈が今後改善したいと考える課題の改善
のための⽬標を設定するとき

㉘
Sheet E「振り
返りシート（カウ
ンセラー⽤）」

㉖

Sheet C「相談
後チェックシート
（カウンセラー

⽤）」

【⽬的】
・⽀援者が、相談時の留意点についてどの程
度意識しているか、⽀援者⾃⾝の認知に注意
を向け、次回以降の相談に役⽴てる

【タイミング】
・相談後

支援ツール画像 使用目的・タイミング
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【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

【作成主体】
⽀援者

【作成場⾯】
使⽤するタイミ
ングと同じ

・本⼈と共に作成することで本⼈が設定する⽬
標と達成に向けてのステップが適当なものに
なっているのか、本⼈と確認する
・本⼈が課題改善に向けた⽬標設定や⽬標達成
までのステップ等についてのイメージが持てて
いるか等の状況を知ることができ、今後の⽀援
で活⽤しやすい

・「㉑問題状況分析シート」や「⑦体験整理
シート（2023版）」等で⽬標設定をした後に
整理すると本⼈が⽬標達成に向けてのステップ
等をどのように考えているか把握できる

30分

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

・本⼈が過去に取り組んだことについて、⽬標
達成するためのポイント、⽬標達成に⾄らな
かった場合も次の⽬標設定時に留意する点につ
いて把握できる

・⽬標への取組状況やその当時の考えを聞き取
るため、対象とする⽬標は、①直近で取り組ん
だもの、②明確に思い出せるもの、③取組への
⽬的が明確であったものが望ましい

20分

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

・⽀援者が普段の⽀援で意識して⾏うと良いこ
とを振り返る

・相談を進める際の留意点をいつ確認したかが
記録できるため、本⼈主体の⽀援であることを
継続して意識することができる
・チェックが付かなかった項⽬は次回以降の相
談の留意事項として意識づけできる

20分

資料シリーズNo.59
「認知に障害のあ
る障害者の⾃⼰理
解促進のための⽀
援技法に関する研

究」12）

（2011年発⾏）

特徴 活用のコツ 作成目安（分） 作成の仕方 掲載誌支援ツール名

【⽬的】
・本⼈と⽀援者が共に過去の取組を取り上
げ、当時、本⼈がどの程度状況をモニタリン
グし、その結果に基づいて取組をコントロー
ルしていたか検討することにより本⼈の⽬標
を達成するにあたっての⽅法・気づき・予測
等の状況を確認する

【タイミング】
・本⼈が設定した⽬標に取り組んだ後

㉗

Sheet D「今後
の課題検討シート
（カウンセラー＆

本⼈⽤）」

【⽬的】
・本⼈が今後改善したいと考えている課題の
達成に向けた⽅法、課題に取り組むことでの
気づき・感覚（課題は簡単そうだ、難しそう
だ等）、結果の予測等を意識化できているか
否かを、⽀援者と本⼈が互いに確認する

【タイミング】
・本⼈が今後改善したいと考える課題の改善
のための⽬標を設定するとき

㉘
Sheet E「振り
返りシート（カウ
ンセラー⽤）」

㉖

Sheet C「相談
後チェックシート
（カウンセラー

⽤）」

【⽬的】
・⽀援者が、相談時の留意点についてどの程
度意識しているか、⽀援者⾃⾝の認知に注意
を向け、次回以降の相談に役⽴てる

【タイミング】
・相談後

支援ツール画像 使用目的・タイミング
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第３節 支援ツール関連図 

 「支援ツール関連図」は「支援ツール活用整理表」に基づいて各支援ツー

ル同士の関連や各支援ツールが把握、整理できる範囲を視覚化したもので

す。 

「支援ツール関連図」の各支援ツール名に記載されている番号は、「支援

ツール活用整理表」の番号と連動しています。各支援ツールの詳細は「支援

ツール活用整理表」で確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84
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ル同士の関連や各支援ツールが把握、整理できる範囲を視覚化したもので

す。 

「支援ツール関連図」の各支援ツール名に記載されている番号は、「支援

ツール活用整理表」の番号と連動しています。各支援ツールの詳細は「支援
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⽀援ツール関連図

本⼈の状況把握
●⽣活⾯、就労⾯等の全体把握

ストレスの詳細について 障害特性の整理など 就労に関する希望の整理など 困り感の把握など

⽣活リズムの確認

ストレス関連

●ストレスサインの把握

ストレスに応じた休憩のとり⽅ ストレスと環境の相互作⽤

さらに詳細を確認する

●ストレス対処⽅法の検討

対処⽅法の実⾏

就労ニーズ

●就労のイメージ、ニーズ把握

職場環境の確認

会社から求められるスキルの確認

困り感への対応

●困り感を持っている状況の整理

●対処⽅法の検討

⑬感覚特性チェックシート

⑭特性対処のヒント集

⑤ストレス対処法整理シート ⑦体験整理シート（2023版）

㉒SOCCSS法 実施⽤紙

㉒SOCCSS法実施⽤紙

⑳就労⽀援のためのアセスメントシート

⑧職場環境適応プロフィール

㉗Sheet D

⑲在職者のための情報整理シート（従業員⽤）

㉑問題状況分析シート ⑦体験整理シート（2023版）

③⽣活場⾯でのアセスメントシート

④ストレス対処整理シート（ストレス温度計）

⑥休憩のとり⽅チェックシート ⑧職場環境適応プロフィール

①MSFAS

ストレス関連ツール 障害特性関連ツール 就労関連ツール 困り感関連ツール

②⽣活記録表

「④ストレス対処整理シート（ストレス温度計）」で把握した内
容から、ストレスサインに応じた休憩の取り⽅について把握した
い場合には、「⑥休憩のとり⽅チェックシート」に進みます。

ストレス対処⽅法の検討には、「⑤ストレス対処法整理シート」または「⑦体験整理シート（2023版）」が
活⽤できます。それぞれの⽀援ツールからストレス対処⽅法の実⾏に着⽬して相談する場合には「㉒SOCCSS

法 実施⽤紙」が活⽤できます。

⽀援ツール関連図の⾒⽅

：各⽀援ツールの特徴を簡単に表しています。

：より詳細を確認したいときには、⽮印の⽅向に進みます。
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障害特性

●本⼈が主体となって作成する ●⽀援者が主体となって作成する

さらに詳細を確認する

●⽀援⽅法の検討

●特性の全体把握、本⼈との共有

〇特性把握イメージ図

●特性を広く、浅く知る

●⾏動の背景の⾒える化

●⽀援策の検討 ●⽀援⽅法の検討

相談の進め⽅、⽀援⽅針の検討

●相談の振返り ●取組結果の振返り

●対象者の状況把握 ●⽀援に取組んだことでの変化の確認

●⽀援の進め⽅の検討

㉘Sheet E

㉔sheet B-1 ㉕Sheet B-2

⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）

⑯⾏動/環境アセスメントシート ⑰⽀援⽅法検討シート

㉓Sheet A

㉖Sheet C

⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）

⑫特性チェックシート（ご本⼈⽤）

⑰⽀援⽅法の検討

⑩発達障害の特性チェックシート ⑪発達障害の特性チェックシート（⽀援者⽤）

⑬感覚特性チェックシート ⑨注意・集中等の特徴に関するインタビューシート

⑧職場環境適応プロフィール ⑭特性対処のヒント集 ⑯⾏動/環境アセスメントシート

⑫特性チェックシート（ご本⼈⽤）

●強み
⑩発達障害者の特性チェックシート

⑪発達障害者の特性チェックシート（⽀援者⽤）

●注意・集中

⑨注意・集中等の特徴に関する
インタビューシート

●感覚特性
⑬感覚特性チェックシート

●具体的な職場環境、環境調整のヒント
⑧職場環境適応プロフィール

⑭特性対処のヒント集

⽀援初期 ⽀援中期 ⽀援終期

障害把握イメージ図の使い⽅

・本⼈の強みを中⼼に特性を把握したい場合には、「●強み」の中
の⽀援ツールを活⽤できます。

・本⼈の感覚特性を把握したい場合や感覚特性への対処⽅法を検討
したい場合には、「●感覚特性」の中の⽀援ツールを活⽤できます。

・本⼈の注意、集中の特性について把握したい場合には、「⑨注
意・集中等の特徴に関するインタビューシート」を活⽤できます。

・本⼈の特性を広く知りたい場合には、「⑫特性チェックシート
（ご本⼈⽤）」を活⽤できます。

・本⼈の特性の全体像や特性同⼠の関連について把握したい場合に
は、「⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）」を活
⽤できます。

・⽀援策、⽀援⽅法の検討をしたい場合には、「⑯⾏動/環境アセス
メントシート」または「⑰⽀援⽅法検討シート」を活⽤できます。
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⽀援ツール関連図

本⼈の状況把握
●⽣活⾯、就労⾯等の全体把握

障害特性の整理など 困り感の把握など

⽣活リズムの確認

ストレス関連

●ストレスサインの把握

ストレスに応じた休憩のとり⽅ ストレスと環境の相互作⽤

さらに詳細を確認する

●ストレス対処⽅法の検討

対処⽅法の実⾏

就労ニーズ

●就労のイメージ、ニーズ把握

職場環境の確認

会社から求められるスキルの確認

困り感への対応

●困り感を持っている状況の整理

●対処⽅法の検討

④ストレス対処整理シート（ストレス温度計）

⑥休憩のとり⽅チェックシート ⑧職場環境適応プロフィール

㉒SOCCSS法 実施⽤紙

⑳就労⽀援のためのアセスメントシート

⑧職場環境適応プロフィール

⑲在職者のための情報整理シート（従業員⽤）

㉒SOCCSS法 実施⽤紙

㉗Sheet D

㉑問題状況分析シート ⑦体験整理シート（2023版）

⑬感覚特性チェックシート

⑭特性対処のヒント集

⑤ストレス対処法整理シート ⑦体験整理シート（2023版）

②⽣活記録表

③⽣活場⾯でのアセスメントシート

ストレス関連ツール 障害特性関連ツール

①MSFAS

困り感関連ツール
ストレスの詳細について

就労関連ツール
就労に関する希望の整理など
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障害特性

●本⼈が主体となって作成する ●⽀援者が主体となって作成する

さらに詳細を確認する

●⽀援⽅法の検討
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㉓Sheet A

⑯⾏動/環境アセスメントシート

㉖Sheet C

㉔sheet B-1

⑫特性チェックシート（ご本⼈⽤）

㉘Sheet E

㉕Sheet B-2

⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）

㉗Sheet D
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⽀援初期 ⽀援中期 ⽀援終期
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【特別寄稿】 

 

「ソフトスキルを視覚化させるアセスメントツール」 

明星大学人文学部福祉実践学科 

准教授 縄岡 好晴 

 

●BWAP2 とは？  

発達障害を持つ人々が職場で適切に働くためには、個々の特性や能力に

応じた支援が不可欠です。そこで活躍するのが、「BWAP2（Becker Work 

Adjustment Profile 2）」というアセスメントツールです。 

BWAP2 は、職場や支援施設で幅広く利用され、発達障害者の就労能力や

職場適応力を評価し、具体的な支援方法を導き出すために使用されます。 

 

●BWAP2 の背景 

元々BWAP は、知的障害のある人々の職場適応力を評価するために開発さ

れたものでした。しかし、近年では発達障害者、特に自閉スペクトラム症

（ASD）のような知的障害を伴わない障害者の就労支援が必要となり、

BWAP2 として改訂されました。 

 

●ソフトスキルを重視した評価の特長 

働くことは単に「与えられた仕事をこなす」だけではなく、他者とのコ

ミュニケーションや職場のルール、マナーの遵守が求められます。これら

のいわゆる「ソフトスキル」が発達障害者の職場適応に大きな影響を与え

ます。 

従来の職業適性検査は、主に作業能力や認知能力に焦点を当てていまし

たが、BWAP2 は対人関係や日常生活のスキルなど、ソフトスキルの評価項

目が充実している点が特長です。このアプローチにより、発達障害者が職

場で直面する具体的な課題を明らかにし、適切な支援方法を見つけ出すこ

とが可能となります。 
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●BWAP2 の実施者と利用場面 

BWAP2 は、12 歳以上の知的障害や発達障害、学習障害、身体障害のある

人を対象にしています。実施者としては、就労支援に携わる支援者や教育

関係者、保護者などが想定されており、専門的な知識がなくても簡単に実

施できる点も大きな魅力です。また、企業や就労支援施設、教育機関など、

幅広い場面で活用でき、個々の職場適応を支援する上で有用なツールとな

っています。 

 

●4 つの評価領域と 63 の項目 

BWAP2 では、職業能力を「仕事の習慣／態度」（HA）、「対人関係」（IR）、

「認知能力」（CO）「仕事の遂行能力」（WP）という 4 つの領域に分けて評価

します。 

各領域には細かい評価項目が設けられており、合計 63 の項目が 0 点

（最もスキルが不足している）から 4 点（スキルが十分に備わっている）

までの 5 段階で評価されます。 

例えば、「仕事の習慣／態度」では、時間の守り方や身だしなみなどの基

本的な生活習慣が評価され、「対人関係」では、同僚や上司とのコミュニケ

ーション能力が重視されます。  

これにより、対象者の強みや弱みを明確に把握し、個別の支援計画を立

てるための資料が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●プロフィールシートで個別の支援を計画 

BWAP2 の結果を元に作成されるプロフィールシートは、発達障害者が職

場で適切に働くための「マニュアル」のような役割を果たします。このシ

ートは、対象者の強みと弱みを視覚化し、具体的な支援方法を明示します。

例えば、「認知能力が低いが対人関係の能力が高い」場合には、金銭管理や

記憶力のサポートを強化しながら、コミュニケーション能力を活かした業

務を提案するなど、個別対応が可能となります。 

 

●発達障害者の就労支援に役立つ BWAP2 の活用 

BWAP2 は、発達障害者の職業能力を 5 つのレベルに分類し、適切な就労

環境を導き出す「ワークプレイスメント」という概念を用いています。デ

イケアから一般就労まで、幅広い就労形態に対応しており、発達障害者や

その家族が最適な職場を選びやすくなる仕組みです。また、職場環境の改

善や合理的配慮に関する指針も提供します。 

支援者の皆さまにご活用いただくことで、発達障害の方々が働きやすい

環境を整える一助となれば、翻訳者として幸いです。 

 

 

92



●BWAP2 の実施者と利用場面 

BWAP2 は、12 歳以上の知的障害や発達障害、学習障害、身体障害のある

人を対象にしています。実施者としては、就労支援に携わる支援者や教育

関係者、保護者などが想定されており、専門的な知識がなくても簡単に実

施できる点も大きな魅力です。また、企業や就労支援施設、教育機関など、

幅広い場面で活用でき、個々の職場適応を支援する上で有用なツールとな

っています。 

 

●4 つの評価領域と 63 の項目 

BWAP2 では、職業能力を「仕事の習慣／態度」（HA）、「対人関係」（IR）、

「認知能力」（CO）「仕事の遂行能力」（WP）という 4 つの領域に分けて評価

します。 

各領域には細かい評価項目が設けられており、合計 63 の項目が 0 点

（最もスキルが不足している）から 4 点（スキルが十分に備わっている）

までの 5 段階で評価されます。 

例えば、「仕事の習慣／態度」では、時間の守り方や身だしなみなどの基

本的な生活習慣が評価され、「対人関係」では、同僚や上司とのコミュニケ

ーション能力が重視されます。  

これにより、対象者の強みや弱みを明確に把握し、個別の支援計画を立

てるための資料が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●プロフィールシートで個別の支援を計画 

BWAP2 の結果を元に作成されるプロフィールシートは、発達障害者が職

場で適切に働くための「マニュアル」のような役割を果たします。このシ

ートは、対象者の強みと弱みを視覚化し、具体的な支援方法を明示します。

例えば、「認知能力が低いが対人関係の能力が高い」場合には、金銭管理や

記憶力のサポートを強化しながら、コミュニケーション能力を活かした業

務を提案するなど、個別対応が可能となります。 

 

●発達障害者の就労支援に役立つ BWAP2 の活用 

BWAP2 は、発達障害者の職業能力を 5 つのレベルに分類し、適切な就労

環境を導き出す「ワークプレイスメント」という概念を用いています。デ

イケアから一般就労まで、幅広い就労形態に対応しており、発達障害者や

その家族が最適な職場を選びやすくなる仕組みです。また、職場環境の改

善や合理的配慮に関する指針も提供します。 

支援者の皆さまにご活用いただくことで、発達障害の方々が働きやすい

環境を整える一助となれば、翻訳者として幸いです。 

 

 

93



 

 

 

 

 

第４章 

 

支援者の相談スキルの振返り 
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